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71 巻 3号（2023 年 7月号）

心臓リハビリテーションのエビデンスを極める
企画：明石嘉浩
Ⅰ．ディベートで考える心臓リハビリテーション／Ⅱ．新しい分野の心臓リハビリテーションを
知る／Ⅲ．各分野のトピックスを知る

2023 年（第 71巻） 企画

1 号 ここが変わった！　循環器診療 最新スタンダード 『循環器ジャーナル』編集委員会
2 号 今だからこそ聞きたい心不全診療のこと。 猪又孝元

2022 年（第 70巻）

1 号 心筋症診療のフロントライン―概念から最新の治療まで 北岡裕章
2 号 循環器薬の使い方―使い分け，モニタリング，導入・中止のタイミング 志賀　剛
3 号 進化するカテーテルインターベンション―適応の広がりとデバイスの革新 安田　聡
4 号 循環器救急診療・集中治療を極める 菊地　研

2021 年（第 69巻）

1 号 これからの高齢者診療―循環器医が人生 100 年時代にどう向き合うか？ 大石　充
2 号 エキスパートに学ぶ　知っておきたい心電図診断のコツと落とし穴 小菅雅美
3 号 成人先天性心疾患　エキスパートコンセンサス 赤木禎治
4 号 プレシジョン・メディシン時代における腫瘍循環器学の重要性 佐瀬一洋

2020 年（第 68巻）

1 号 U40 世代が描く心不全診療の現状と未来―基礎研究を識り，臨床を素心深考する 大石醒悟・野村征太郎・山口徹雄
2 号 心エコー図で何を見る？―スクリーニングから精査まで 渡辺弘之
3 号 不整脈治療の最新デバイステクノロジーとリードマネジメント 庄田守男
4 号 抗血栓療法―日常臨床での疑問に応える 清水　渉

2019 年（第 67巻）

1 号 循環器の現場からの検証：そのエビデンスを日本で活用するには？　 香坂　俊
2 号 心疾患治療としての心臓リハビリテーション 安達　仁
3 号 循環器疾患の画像診断―現状と進歩 陣崎雅弘
4 号 冠動脈疾患のリスク管理のフロントライン 野出孝一

2018 年（第 66巻） 企画 2017 年（第 65巻） 企画

1 号 循環器診療　薬のギモン 坂田泰史
2 号 Structural Heart Diseaseインターベンション 林田健太郎
3 号 肺高血圧症Cutting Edge 渡邉裕司
4 号 循環器救急の最前線 笠岡俊志

1 号 Clinical Scenario による急性心不全治療 加藤真帆人
2 号 心電図診断スキルアップ  完売  池田隆徳
3 号 不整脈診療―ずっと疑問・まだ疑問 村川裕二
4 号 ACSの診断と治療はどこまで進歩したのか 阿古潤哉
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